
 

 

 

本 編 ２ 

公共交通とまちづくりのデッサン 

 



実施事業

サイクリングロードを県や市で設定

天理ダム周辺は道路勾配が急で
上級者の特訓のみ

バスへの自転車の積み込み

装置が必要で、座席数が減少する

リムジンバス、昼行高速バスの櫟本
バス停にて、天理教の方が待合室を
整備し、駐車場１０台程度設置

昼夜間の高速バスなど、名阪国
道を活用した方策（天理、都祁、
山添にバス停あり）

天理駅前の再整備に伴い、サイクル
ショップがオープン

現在はレンタサイクルのみ

渋滞により高速バスが遅延するため、
乗り継ぎの案内がしづらい

夜間高速バス（新宿線、横浜・ＴＤＲ線）
、奈良～名古屋線が針ＩＣ、山添で停車
、針ＩＣでの乗継割引あり

高速バスへの路線バスの接続がない

上野市駅から山添、都祁に停車して梅田、
新大阪へ向かう高速バス（１日４往復）

【山添村】
グリーンツーリズム
農村体験
農家の宿泊は外国人に人気

【天理市】

天理市東部地域のライフスタイル
ブックで暮らしの魅力発信

【天理市】
名阪国道で大阪から1時間で来
られる立地を活かしたまちづくり

田原やま里博物館として地域を
博物館と見立てて紹介

天理駅前の再整備

八柱神社の題目立がユネスコ
の無形遺産に指定された
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事業001 針Ｔ･Ｒ･Ｓを拠点とした広域移動の検討

実施内容
針Ｔ・Ｒ・Ｓを拠点とした、路線バスや高速バス
を利用した広域移動について検討

実施主体 奈良市、山添村、奈良交通、三重交通

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 H２８．４～H３３．３

事業002 新たなコミュニティバス運行の検討

実施内容
国道山添から名張駅までのコミュニティバス
の運行を検討

実施主体 山添村、東豊地域コミュニティバス運行協議会

実施効果 公共交通利用者数の増加・交通空白地の解消

実施期間 H２８．４ ～ H３３．３

事業004 通学交通確保の検討

実施内容
高円高校・山辺高校・山辺高校山添分校への
通学手段の確保

実施主体 奈良県、奈良交通

実施効果 公共交通利用者の利便性向上

実施期間 H２８．４ ～ H３３．３

事業005 路線運行費補助

実施内容
奈良県基幹公共交通ネットワーク計画に基づ
き、天理都祁線、東山線、上野天理線の路線
運行費を補助

実施主体 奈良県

実施効果 地域公共交通の維持

実施期間 H２８．４ ～ H２９．９（毎年ＰＤＣＡ）

事業006 ノンステップバスの導入

実施内容 天理都祁線、東山線にノンステップバスを導入

実施主体 奈良交通

実施効果 バリアフリー化の促進

実施期間 H２８．４ ～ H３３．３

事業007 鉄道駅バリアフリー化

実施内容 天理駅に内方線付点字ブロックを設置

実施主体 近畿日本鉄道

実施効果 バリアフリー化の促進

実施期間 H２９．４ ～ H３３．３

事業003 観光客の誘客に向けた交通確保の検討

実施内容 奈良市東部地域への観光の推進について検討

実施主体 奈良市

実施効果 来訪者数の増加、公共交通利用者数の増加

実施期間 H２８．４ ～ H３３．３

事業009 公共交通の利用促進

実施内容
県民、関係市町村や交通事業者等が連携し、
公共交通の利用を促進

実施主体
県民、関係市町村、国、奈良県、奈良県警察、
交通事業者

実施効果 公共交通利用者の増加

実施期間 H２８．４ ～ H３３．３

C問題・課題
施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

凡　　　　例

路線バス

コミバス

道路

行政施設

病院

高校

バス停

観光資源

商業施設

鉄道

その他箇所

起 点 経 過 地 終 点
6奥宇陀 榛原駅 掛西口 曽爾村役場前
103曽爾香落渓 名張駅前 太良路 山粕西
104名張奥津 名張駅前 滝ノ原口 敷津

運 行 系統 名
運 行 系 統

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点
1

天理都祁

針インター 国道山添
1a 針インター 山辺高校 国道山添
2 天理駅 針インター 山辺高校
3 天理駅 国道福住 針インター

101 東山 ＪＲ奈良駅 田原横田 北野

102 上野天理 上野市駅 大西 国道山添

1-H26

1-a-H26

2-H26

3-H26

101

102

系統番号

※ーH26はH26.10に変更した系統

1-H26 1-a-H26 2-H26

3-H26 101 102

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

1

通学時の安全対策

【奈良市】
奈良市東部地域への観光客の誘客

【奈良市】
農水産物のブランド化

【奈良市】
都祁地域コミュニティバスの再編

下水間～北野の増便
ダイヤ調整（Ｈ２８.１０）
神野山でのアクセス改善
モデルコースＰＲ

事業101 都祁地域コミュニティバスの再編

実施内容
都祁地域の小学校統廃合に伴うスクールバ
ス、コミュティバスの再編

実施主体 奈良市

実施効果 地域公共交通の維持・効率化

実施期間 H２９．４ ～ H３０．３

路線・地域の概要

まちづくりの方向性
グリーンツーリズム等への観光による誘客
地域住民の広域移動の際の高速バスへのアクセス確保

関係市町村 奈良市、天理市、山添村

主な沿線施設
奈良駅、近鉄奈良駅、櫟本駅、天理駅、上野市駅、奈良県庁、天理市役所、奈良市都祁行政センター、山添村役場、市立奈良病院、奈良春日病院、天理よろづ相談所病院、奈良女子高校、奈良女子付属中等教育学校、高円高校、添上高校、天理教校
学園高校、天理高校、山辺高校、山辺高校山添分校、東大寺、興福寺、元興寺、春日大社、春日山原始林、八柱神社、フォレストパーク神野山、道の駅針T・R・S、田原やま里博物館

評価指標

■交通手段別分担率（公共交通（鉄道＋バス）と自転車及び徒歩の合計値）
出勤：49.4％（H22）⇒49.4％（H32） 登校：92.0％（H22）⇒92.0％（H32） 通院：43.3％（H22）⇒43.3％（H32） 買物（平日）：45.1％（H22）⇒45.1％（H32） 買物（休日）：28.1％（H22）⇒28.1％（H32）
業務：31.0％（H22）⇒32.7％（H32） 観光：60.7％（H22）⇒63.7％（H32）

■外出率：79.2％（H22）⇒79.2％（H32）
■バスの利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞路線沿線の人口増加率］
天理都祁線：43,643人（H26） ⇔ 奈良市都祁・天理市東部・山添村：40,961人（H26） 上野天理線：17,010人（H26） ⇔ 山添村：3,768人（H26） 東山線：39,376人（H26） ⇔ 奈良市東部・奈良市都祁・山添村：17,340人（H26）

■鉄道駅の利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞駅に接続する基幹バス路線沿線市町村の人口増加率］
奈良駅：6,403,195人（H25） ⇔ 奈良市中部・奈良市東部・奈良市都祁・山添村：181,852人（H25） 近鉄奈良駅：11,487,343人（H25） ⇔ 奈良市中部・奈良市東部・奈良市都祁・山添村：181,852人（H25）
天理駅：3,541,060人（H25） ⇔ 奈良市東部・奈良市都祁・天理市・山添村：85,215人（H25）

■鉄道駅の端末交通の分担率（公共交通（バス＋タクシー）と自転車及び徒歩の合計値）
奈良駅：94.8％（H22）⇒94.8％（H32） 近鉄奈良駅：94.2％（H22）⇒94.7％（H32） 天理駅：82.0％（H22）⇒82.0％（H32）

■公共交通の利便性満足度：H27からH32にかけて上昇

事業102 地域公共交通ネットワークの再編の検討

実施内容
東山線を基幹とした地域公共交通ネットワー
クの再編を検討

実施主体 奈良県、奈良市、山添村、奈良交通

実施効果 運行の効率化

実施期間 H２９．４ ～ H３０．３



実施事業
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2

サイクリングロードを県や市で設定

天理ダム周辺は道路勾配が急で
上級者の特訓のみ

バスへの自転車の積み込み

装置が必要で、座席数が減少する

リムジンバス、昼行高速バスの櫟本
バス停にて、天理教の方が待合室を
整備し、駐車場１０台程度設置

昼夜間の高速バスなど、名阪国
道を活用した方策（天理、都祁、
山添にバス停あり）

天理駅前の再整備に伴い、サイクル
ショップがオープン

現在はレンタサイクルのみ

渋滞により高速バスが遅延するため、
乗り継ぎの案内がしづらい

夜間高速バス（新宿線、横浜・ＴＤＲ線）
、奈良～名古屋線が針ＩＣ、山添で停車
、針ＩＣでの乗継割引あり

高速バスへの路線バスの接続がない

上野市駅から山添、都祁に停車して梅田、
新大阪へ向かう高速バス（１日４往復）

【山添村】
グリーンツーリズム
農村体験
農家の宿泊は外国人に人気

【天理市】

天理市東部地域のライフスタイル
ブックで暮らしの魅力発信

【天理市】
名阪国道で大阪から1時間で来
られる立地を活かしたまちづくり

田原やま里博物館として地域を
博物館と見立てて紹介

天理駅前の再整備

八柱神社の題目立がユネスコ
の無形遺産に指定された

C問題・課題
施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

凡　　　　例

路線バス

コミバス

道路

行政施設

病院

高校

バス停

観光資源

商業施設

鉄道

その他箇所

起 点 経 過 地 終 点
6奥宇陀 榛原駅 掛西口 曽爾村役場前
103曽爾香落渓 名張駅前 太良路 山粕西
104名張奥津 名張駅前 滝ノ原口 敷津

運 行 系統 名
運 行 系 統

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点
1

天理都祁

針インター 国道山添
1a 針インター 山辺高校 国道山添
2 天理駅 針インター 山辺高校
3 天理駅 国道福住 針インター

101 東山 ＪＲ奈良駅 田原横田 北野

102 上野天理 上野市駅 大西 国道山添

1-H26

1-a-H26

2-H26

3-H26

101

102

系統番号

※ーH26はH26.10に変更した系統

1-H26 1-a-H26 2-H26

3-H26 101 102

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

通学時の安全対策

【奈良市】
奈良市東部地域への観光客の誘客

【奈良市】
農水産物のブランド化

【奈良市】
都祁地域コミュニティバスの再編

下水間～北野の増便
ダイヤ調整（Ｈ２８.１０）
神野山でのアクセス改善
モデルコースＰＲ

事業103 路線バスを活用した冬期誘客促進事業

実施内容
奈良県南部・東部地域、大和高原北部地域の
対象施設宿泊者に、路線バスの運賃を助成

実施主体 奈良県

実施効果
来訪者数の増加、宿泊者数の増加、公共交通
利用者数の増加

実施期間 Ｈ２９．１２ ～ Ｈ３０．３

事業105 バス情報表示装置の設置

実施内容

近鉄奈良駅、JR奈良駅、東大寺大仏殿・国立博

物館、県庁前、春日大社表参道、天理駅、憩い
の家病院外来棟へのバス情報表示装置の設
置を検討

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３２．３

事業106 バス情報表示装置の設置

実施内容
近鉄奈良駅、登大路バスターミナル、県庁玄関
ホールへのバス情報表示装置の設置を検討

実施主体 奈良県

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３２．３

事業104 バスロケーションシステムの導入

実施内容
奈良交通路線バスの全線においてバスの位置
情報等をスマートフォン等で提供

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３２．３
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事業001 公共交通の情報提供拡充の検討

実施内容
トレイルセンター等、ハイキング客へ
の公共交通の情報提供箇所・手法
の検討

実施主体 天理市、桜井市、奈良交通

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 H２８．４ ～ H３３．３

事業002
観光客の誘客に向けた交通確保の
検討

実施内容
路線バスを使ったモデルコースを設
定してPR

実施主体 天理市、桜井市、三宅町、奈良交通

実施効果
来訪者数の増加、公共交通利用者
数の増加

実施期間 H２８．４ ～ H３３．３

事業004 ノンステップバスの導入

実施内容
天理桜井線にノンステップバスを導
入

実施主体 奈良交通

実施効果 バリアフリー化の促進

実施期間 H２８．４ ～ H３３．３

事業005 鉄道駅バリアフリー化

実施内容
天理駅に内方線付点字ブロックを設
置

実施主体 近畿日本鉄道

実施効果 バリアフリー化の促進

実施期間 H２９．４ ～ H３３．３

実施事業

事業007 公共交通の利用促進

実施内容
県民、関係市町村や交通事業者等
が連携し、公共交通の利用を促進

実施主体
県民、関係市町村、国、奈良県、奈
良県警察、交通事業者

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 H２８．４ ～ H３３．３

事業003 路線運行費補助

実施内容
奈良県基幹公共交通ネットワーク計
画に基づき、天理桜井線の路線運行
費を補助

実施主体 奈良県

実施効果 地域公共交通の維持

実施期間 H２８．４ ～ H２９．９（毎年ＰＤＣＡ） 事業102 沿線企業モビリティマネジメント

実施内容
沿線企業へ通勤行動についてバス
利用への転換可能性把握及び働き
かけ

実施主体 奈良県、天理市

実施効果
路線バスの利用者増加による路線
の維持確保

実施期間 H２９．２ ～ H３３．３

事業104 天理桜井線の再編

実施内容
昼間の運行区間を憩の家病院まで
延伸するとともに、早朝・夜間の運行
区間を箸中～桜井駅北口に短縮

実施主体 奈良交通

実施効果
公共交通利用者数の増加、利便性
の向上、運行の効率化

実施期間 H２９．１０ ～ Ｈ３３．３

まちづくりの
方向性

「山の辺の道」への観光による誘客

関係市町村 天理市、桜井市、三宅町、田原本町

主な沿線施設
天理駅、巻向駅、三輪駅、桜井駅、大福駅、天理市役所、桜井総合庁舎、桜井市役所、天理市立メディカルセンター、天理よろ
づ相談所病院、済生会中和病院、天理大学、天理教校学園高校、天理高校、桜井高校、関西中央高校、山の辺の道、石上神
社、念仏寺、天理市トレイルセンター、長岳寺、崇神天皇陵、景行天皇陵、纒向遺跡、大神神社、芝運動公園

評価指標

■交通手段別分担率（公共交通（鉄道＋バス）と自転車及び徒歩の合計値）

出勤：31.4％（H22）⇒31.4％（H32） 登校：93.4％（H22）⇒93.4％（H32） 通院：35.5％（H22）⇒35.5％（H32）

買物（平日）：29.1％（H22）⇒29.1％（H32） 買物（休日）：15.3％（H22）⇒15.3％（H32）

業務：22.3％（H22）⇒22.3％（H32） 観光：41.0％（H22）⇒41.0％（H32）

■外出率：77.9％（H22）⇒77.9％（H32）

■バスの利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞路線沿線の人口増加率］

天理桜井線：78,286人（H26） ⇔ 天理市・桜井市：125,867人（H26）

■鉄道駅の利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞駅に接続する基幹バス路線沿線市町村の人口増加率］

天理駅：3,541,060人（H25） ⇔ 奈良市東部・奈良市都祁・天理市・山添村：85,215人（H25）

桜井駅：4,116,514人（H25） ⇔ 桜井市・宇陀市大宇陀・明日香村：72,106人（H25）

■鉄道駅の端末交通の分担率（公共交通（バス＋タクシー）と自転車及び徒歩の合計値）

天理駅：82.0％（H22）⇒82.0％（H32） 桜井駅：79.6％（H22）⇒80.3％（H32）

■公共交通の利便性満足度： H27からH32にかけて上昇

路線・地域の概要

C問題・課題
施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

凡　　　　例

路線バス

コミバス

道路

行政施設

病院

高校

バス停

観光資源

商業施設

鉄道

その他箇所

起 点 経 過 地 終 点
6奥宇陀 榛原駅 掛西口 曽爾村役場前
103曽爾香落渓 名張駅前 太良路 山粕西
104名張奥津 名張駅前 滝ノ原口 敷津

運 行 系統 名
運 行 系 統

系統番号

※ーH26はH26.10に変更した系統

4-H27 5-H27

5-a-H26 5-b-H27

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点
4

天理桜井

天理駅 川合東口 桜井駅北口
5 天理駅 粟殿口 桜井駅北口

5a 天理駅
粟殿口・三輪
明神大神神社
二の鳥居前

桜井駅北口

5b 天理駅
粟殿口・
天理大学

桜井駅北口

4-H27

5-H27

5-a-H26

5-b-H27

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

山の辺の道の観光促進委員会でＪＲ・近
鉄・奈良交通の時刻表を入れた分かりや
すい地図・パンフレットの作成

天理駅⇔大神神社の利用も
生まれてきた

三輪駅で降りられるのでバス
の乗車効果は小さい

天理駅～芸術家村～トレイルセンターを
結ぶ周遊サイクリングロードを整備予定

桜井駅南口近辺では、空き家、青空駐車場があり、商店街
が衰退しているため、地元と一緒に検討会を開催中

【桜井市】

買物機能は中和幹線沿い、公共施設は
中心地の国道169号沿いに集める

【天理市】

天理駅を中心に、桜井市、
田原本町、大和郡山市
等と連携したまちづくり

【天理市】
天理駅前広場の整備計画

サイクリング・ウォーキング等周辺観光の拠点として
Ｈ２９.４に天理駅前広場がリニューアルオープン

【天理市】

近隣市町村と連携した
定住自立圏構想

【田原本町】

唐古・鍵遺跡と連携した道の駅
整備

通学・帰宅時間帯に天理大学経由の系
統を新設することにより通学需要の取り
込み

【桜井市】

県総合庁舎跡地では、Ｈ２８
度に福祉・医療と防災拠点と
して、施設の再配置

沿線企業へのモビリ
ティマネジメント

ＪＲ三輪駅の周辺整備を検討

【桜井市】インバウンド向けフ
リー切符で全区間利用可能

（仮称）奈良県国際芸術家村の整備
アクセス検討

JR東海の「うましうるわし奈

良」キャンペーンで大神神社
をとりあげられた

長岳寺やトレイルセンターで休憩される
ハイキング客への公共交通の情報提供

Ｈ２９．４トレイルセンターの機能強化（物
販・飲食の提供開始）

3

市町村界を跨ぐ利用が少ない

早朝・夜間の一部便の運行区
間を箸中～桜井駅北口に短縮

箸中

昼間の運行区間を憩の家病院まで延伸

【天理市】
コミュニティバスを近鉄結崎駅に延伸

事業103
（仮称）奈良県国際芸術家村へのア
クセスの検討

実施内容
天理市杣之内地区に整備が検討さ
れている（仮称）奈良県国際芸術家
村のアクセスの検討

実施主体 奈良県、天理市

実施効果
バス利用者数の増加、来訪者増に
よる地域活性化

実施期間 H２９．４ ～ H３３．３

事業101 インバウンド限定周遊切符の発行

実施内容
インバウンド向けに周遊切符を作成
し、英語版マップとあわせて、観光案
内施設等で配布

実施主体 桜井市

実施効果
来訪者数の増加、公共交通利用者
数の増加

実施期間 Ｈ２８．１１ ～ Ｈ２９．９

【桜井市】
多言語案内看板の設置

Ｈ２７．６に平日のみコミバス西
北部循環新設
Ｈ２９．６より土日も運行

事業105
天理市コミュニティバス運行事業の
見直し

実施内容

天理市コミュニティバスいちょう号を
結崎駅及び仁興町に延伸するととも
に、他市町との連携可能性の検討
等を実施

実施主体 天理市

実施効果 運行の効率化

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３１．３



公 共 交 通 と ま ち づ く り の デ ッ サ ン 東部B 天理桜井線 2/2

実施事業

C問題・課題
施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

凡　　　　例

路線バス

コミバス

道路

行政施設

病院

高校

バス停

観光資源

商業施設

鉄道

その他箇所

起 点 経 過 地 終 点
6奥宇陀 榛原駅 掛西口 曽爾村役場前
103曽爾香落渓 名張駅前 太良路 山粕西
104名張奥津 名張駅前 滝ノ原口 敷津

運 行 系統 名
運 行 系 統

系統番号

※ーH26はH26.10に変更した系統

4-H27 5-H27

5-a-H26 5-b-H27

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点
4

天理桜井

天理駅 川合東口 桜井駅北口
5 天理駅 粟殿口 桜井駅北口

5a 天理駅
粟殿口・三輪
明神大神神社
二の鳥居前

桜井駅北口

5b 天理駅
粟殿口・
天理大学

桜井駅北口

4-H27

5-H27

5-a-H26

5-b-H27

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

山の辺の道の観光促進委員会でＪＲ・近
鉄・奈良交通の時刻表を入れた分かりや
すい地図・パンフレットの作成

天理駅⇔大神神社の利用も
生まれてきた

三輪駅で降りられるのでバス
の乗車効果は小さい

天理駅～芸術家村～トレイルセンターを
結ぶ周遊サイクリングロードを整備予定

桜井駅南口近辺では、空き家、青空駐車場があり、商店街
が衰退しているため、地元と一緒に検討会を開催中

【桜井市】

買物機能は中和幹線沿い、公共施設は
中心地の国道169号沿いに集める

【天理市】

天理駅を中心に、桜井市、
田原本町、大和郡山市
等と連携したまちづくり

【天理市】
天理駅前広場の整備計画

サイクリング・ウォーキング等周辺観光の拠点として
Ｈ２９.４に天理駅前広場がリニューアルオープン

【天理市】

近隣市町村と連携した
定住自立圏構想

【田原本町】

唐古・鍵遺跡と連携した道の駅
整備

通学・帰宅時間帯に天理大学経由の系
統を新設することにより通学需要の取り
込み

【桜井市】

県総合庁舎跡地では、Ｈ２８
度に福祉・医療と防災拠点と
して、施設の再配置

沿線企業へのモビリ
ティマネジメント

ＪＲ三輪駅の周辺整備を検討

桜井市インバウンド向けフリー
切符で全区間利用可能

（仮称）奈良県国際芸術家村の整備
アクセス検討

JR東海の「うましうるわし奈

良」キャンペーンで大神神社
をとりあげられた

長岳寺やトレイルセンターで休憩される
ハイキング客への公共交通の情報提供

Ｈ２９．４トレイルセンターの機能強化（物
販・飲食の提供開始）

4

市町村界を跨ぐ利用が少ない

早朝・夜間の一部便の運行区
間を箸中～桜井駅北口に短縮

箸中

昼間の運行区間を憩の家病院まで延伸

【天理市】
コミュニティバスを近鉄結崎駅に延伸

事業109 バス情報表示装置の設置

実施内容
天理駅、憩いの家病院外来棟への
バス情報表示装置の設置を検討

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 H３０．４ ～ H３２．３

事業108 バスロケーションシステムの導入

実施内容
奈良交通路線バスの全線において
バスの位置情報等をスマートフォン
等で提供

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３２．３

事業107 多言語案内看板の検討

実施内容

桜井駅から各観光施設への交通手
段を示す多言語案内看板の設置や
コミュニティバスの路線ナンバリング
を検討

実施主体 桜井市

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３０．３

多言語案内看板の設置

Ｈ２７．６に平日のみコミバス西
北部循環新設
Ｈ２９．６より土日も運行

事業110 サイクルトレイン社会実験

実施内容
ＪＲ天理駅からＪＲ五条駅間のサイク
ルトレイン社会実験の実施

実施主体 奈良県

実施効果 自転車利用の促進

実施期間 H２９．１１ ～ H２９．１２

事業106
天理市デマンド型乗合タクシー運行
事業の見直し

実施内容
天理市デマンド型乗合タクシーぎん
なん号の活用による公共交通空白
地帯の解消策の検討等を実施

実施主体 天理市

実施効果
公共交通利用者数の増加、交通空
白地の解消

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３１．３
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事業001 曽爾高原への路線バス乗入れ検討

実施内容
曾爾高原への路線バス直接乗入れについて、
ニーズを含めて検討

実施主体
曽爾村、宇陀市、御杖村、奈良交通、三重交
通

実施効果 来訪者数の増加、利便性の向上

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業002 路線バスのＰＲ

実施内容 路線バスを使ったモデルコースを設定しＰＲ

実施主体 宇陀市､曽爾村､御杖村､奈良交通､三重交通

実施効果 来訪者数の増加、公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業005 路線運行費補助

実施内容
奈良県基幹公共交通ネットワーク計画に基づ
き、奥宇陀線、曽爾香落渓線、名張奥津線の
路線運行費を補助

実施主体 奈良県

実施効果 地域公共交通の維持

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ２９．９（毎年ＰＤＣＡ）

路線・地域の概要

事業007 公共交通の利用促進

実施内容
県民、関係市町村や交通事業者等が連携し、
公共交通の利用を促進

実施主体
県民、関係市町村、国、奈良県、奈良県警察、
交通事業者

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

１２～２月は乗務員２名
必要で通年運行は困難

【三重交通】
曾爾高原乗り入れ
１０,１１月平日１往復、土
日祝日２往復１５０人/日

【曽爾村】
曽爾高原への直接乗り入れを定期バスで検討したい

限られた便数の定期バスで来訪
するモデルコースの案内

コミバスのダイヤを名張行きの路線バス
に極力合わせている（敷津のバス停）

１台しか運行していないため、全てがクリ
アできるわけではない

平日に佛隆寺への参拝やハイキングにちょう
どいい時間が無いと複数苦情があり、ダイヤ調
整を検討

平日は通学・通院等に利用されており、観光に
ダイヤをあわせると、通院には帰りが早すぎる
といったケースがあり、変更が困難

【奈良交通】
夏季に臨時バス運行
８日間１往復、３０人/日利用

曽爾高原への最寄りは名張
で定着している

南部・東部地域、大和高原北部地域の
対象施設宿泊者限定路線バス運賃
キャッシュバックキャンペーン

２７.９は観劇客の利用があったものの、

全般的には京阪神から日帰り圏である
ためか利用は多くない

霧氷バスの利用者を定期バスの利用に
つなげられないか検討

霧氷号の運行がない平日は路線バスと
コミュニティバスの乗り継ぎでアクセス可
能であることを周知することを検討する

臨時バスで来た方に定期バスを
利用して頂く

【曽爾村】
榛原駅、名張駅との接続を５年くらいで検討したい

大阪方面からは榛原、名古屋
方面からは名張といったすみわ
けができればいい

地元の利用だけでは限界があ
るため、観光客の方に乗って
いただく

C問題・課題
施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

凡　　　　例

路線バス

コミバス

道路

行政施設

病院

高校

バス停

観光資源

商業施設

鉄道

その他箇所

起 点 経 過 地 終 点
6奥宇陀 榛原駅 掛西口 曽爾村役場前
103曽爾香落渓 名張駅前 太良路 山粕西
104名張奥津 名張駅前 滝ノ原口 敷津

運 行 系統 名
運 行 系 統

系統番号

※ーH26はH26.10に変更した
系統

6-H26 103 104

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点
6 奥宇陀 榛原駅 掛西口 曽爾村役場前

103 曽爾香落渓 名張駅前 太良路 山粕西

104 名張奥津 名張駅前 滝ノ原口 敷津

6-H26

103

104

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

三峰山登山口

路線バス・コミュニティバス
を使ったアクセスが可能

【宇陀市】
バスマップの作成

【宇陀地域公共交通活性化協議会】
奥宇陀線を代替し市町村連携コミュニティバスを運行

【宇陀地域公共交通活性化協議会】
市町村連携コミュニティバスで貨客混載の社会実験

5

まちづくりの方向性 「曽爾高原」を中心とした観光による誘客

関係市町村 宇陀市、曽爾村、御杖村

主な沿線施設 榛原駅、名張駅、宇陀市役所、曽爾村役場、名張市役所、宇陀市立病院、榛生昇陽高校、名張西高校、近畿大学工業高校、仏隆寺、奥香落山荘、赤目四十八滝、曾爾高原、姫石の湯

評価指標

■交通手段別分担率（公共交通（鉄道＋バス）と自転車及び徒歩の合計値）

出勤：24.5％（H22）⇒24.5％（H32） 登校：86.4％（H22）⇒86.4％（H32） 通院：15.5％（H22）⇒15.5％（H32） 買物（平日）：15.7％（H22）⇒15.7％（H32） 買物（休日）：11.8％（H22）⇒15.2％（H32）

業務：17.0％（H22）⇒17.0％（H32） 観光：23.1％（H22）⇒43.7％（H32）

■外出率：70.2％（H22）⇒70.2％（H32）

■バスの利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞路線沿線の人口増加率］

奥宇陀線：16,712人（H26） ⇔ 宇陀市榛原・曽爾村：18,810人（H26） 曽爾香落渓線：18,615人（H26） ⇔ 曽爾村：1,676人（H26） 名張奥津線：29,337人（H26） ⇔ 御杖村：1,872人（H26）

■鉄道駅の利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞駅に接続する基幹バス路線沿線市町村の人口増加率］

榛原駅：2,087,415人（H25） ⇔ 奈良市都祁・宇陀市榛原・宇陀市大宇陀・曽爾村・東吉野村：36,929人（H25）

■鉄道駅の端末交通の分担率（公共交通（バス＋タクシー）と自転車及び徒歩の合計値）

榛原駅：57.0％（H22）⇒57.0％（H32）

■公共交通の利便性満足度：H27からH32にかけて上昇

事業004 路線バスを活用した冬期誘客促進事業

実施内容
奈良県南部・東部地域、大和高原北部地域
の対象施設宿泊者に、路線バスの運賃を助
成

実施主体 奈良県

実施効果
来訪者数の増加、宿泊者数の増加、公共交
通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２９．１２ ～ Ｈ３０．３

事業003 市町村連携コミュニティバスの運行

実施内容
奈良交通奥宇陀線を代替して、宇陀市、曽爾
村、御杖村が連携し、市町村連携コミュニティ
バスを運行

実施主体 宇陀地域公共交通活性化協議会

実施効果 地域公共交通の維持

実施期間 Ｈ２９．１０ ～ Ｈ３３．３

事業101 貨客混載の導入検討

実施内容
奥宇陀線代替市町村連携コミュニティバスで
貨客混載の導入検討のため社会実験を実施

実施主体 宇陀地域公共交通活性化協議会

実施効果 バスの生産性向上、物流網の効率化

実施期間 Ｈ２９．１０ ～ Ｈ３０．３

事業102 バスロケーションシステムの導入

実施内容
奈良交通路線バスの全線においてバスの位
置情報等をスマートフォン等で提供

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３２．３



実施事業

公 共 交 通 と ま ち づ く り の デ ッ サ ン 東部C 奥宇陀線・曾爾香落渓線・名張奥津線 2/2

１２～２月は乗務員２名
必要で通年運行は困難

【三重交通】
曾爾高原乗り入れ
１０,１１月平日１往復、土
日祝日２往復１５０人/日

【曽爾村】
曽爾高原への直接乗り入れを定期バスで検討したい

限られた便数の定期バスで来訪
するモデルコースの案内

コミバスのダイヤを名張行きの路線バス
に極力合わせている（敷津のバス停）

１台しか運行していないため、全てがクリ
アできるわけではない

平日に佛隆寺への参拝やハイキングにちょう
どいい時間が無いと複数苦情があり、ダイヤ調
整を検討

平日は通学・通院等に利用されており、観光に
ダイヤをあわせると、通院には帰りが早すぎる
といったケースがあり、変更が困難

【奈良交通】
夏季に臨時バス運行
８日間１往復、３０人/日利用

曽爾高原への最寄りは名張
で定着している

南部・東部地域、大和高原北部地域の
対象施設宿泊者限定路線バス運賃
キャッシュバックキャンペーン

２７.９は観劇客の利用があったものの、

全般的には京阪神から日帰り圏である
ためか利用は多くない

霧氷バスの利用者を定期バスの利用に
つなげられないか検討

霧氷号の運行がない平日は路線バスと
コミュニティバスの乗り継ぎでアクセス可
能であることを周知することを検討する

臨時バスで来た方に定期バスを
利用して頂く

【曽爾村】
榛原駅、名張駅との接続を５年くらいで検討したい

大阪方面からは榛原、名古屋
方面からは名張といったすみわ
けができればいい

地元の利用だけでは限界があ
るため、観光客の方に乗って
いただく

C問題・課題
施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

凡　　　　例

路線バス

コミバス

道路

行政施設

病院

高校

バス停

観光資源

商業施設

鉄道

その他箇所

起 点 経 過 地 終 点
6奥宇陀 榛原駅 掛西口 曽爾村役場前
103曽爾香落渓 名張駅前 太良路 山粕西
104名張奥津 名張駅前 滝ノ原口 敷津

運 行 系統 名
運 行 系 統

系統番号

※ーH26はH26.10に変更した
系統

6-H26 103 104

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点
6 奥宇陀 榛原駅 掛西口 曽爾村役場前

103 曽爾香落渓 名張駅前 太良路 山粕西

104 名張奥津 名張駅前 滝ノ原口 敷津

6-H26

103

104

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

三峰山登山口

路線バス・コミュニティバス
を使ったアクセスが可能

【宇陀市】
バスマップの作成

【宇陀地域公共交通活性化協議会】
奥宇陀線を代替し市町村連携コミュニティバスを運行

【宇陀地域公共交通活性化協議会】
市町村連携コミュニティバスで貨客混載の社会実験

6

事業103 地域公共交通ネットワークの再編の検討

実施内容
奥宇陀線・曽爾香落渓線を基幹とした地域公
共交通ネットワークの再編を検討

実施主体 奈良県、宇陀市、曽爾村、御杖村、三重交通

実施効果 運行の効率化

実施期間 H２９．４ ～ H３０．３

事業105 運行ダイヤの見直し

実施内容
市町村連携コミュニティバスの運行ダイヤの
見直し

実施主体 宇陀地域公共交通活性化協議会

実施効果 公共交通利用者の利便性向上

実施期間 Ｈ２９．１０ ～ Ｈ３３．３

事業109 バスマップの作成・配布の検討

実施内容
来訪者向けの宇陀地域のバスマップの作成・
配布の検討

実施主体 宇陀地域公共交通活性化協議会

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２９．１０ ～ Ｈ３３．３

事業104 運行ルート・停留所位置の見直しの検討

実施内容
市町村連携コミュニティバスの運行ルート・停
留所位置の見直しを検討

実施主体 宇陀地域公共交通活性化協議会

実施効果
運行の効率化、公共交通利用者の利便性向
上

実施期間 Ｈ２９．１０ ～ Ｈ３３．３

事業106 上限運賃の導入の検討

実施内容
市町村連携コミュニティバスにおいて上限運
賃の導入を検討

実施主体 宇陀地域公共交通活性化協議会

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２９．１０ ～ Ｈ３３．３

事業107 停留所の待合環境整備の検討

実施内容
他のバスとの乗り継ぎとなる停留所での待合
環境の整備の検討

実施主体 宇陀地域公共交通活性化協議会

実施効果 公共交通利用者の利便性向上

実施期間 Ｈ２９．１０ ～ Ｈ３３．３

事業108 切符の販売の検討

実施内容
奥宇陀線・曽爾香落渓線のいずれでも利用
可能な切符の販売の検討

実施主体 宇陀地域公共交通活性化協議会

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２９．１０ ～ Ｈ３３．３

事業110 モビリティ・マネジメントの実施

実施内容
住民・学校を対象としたモビリティ・マネジメン
トの実施

実施主体 宇陀地域公共交通活性化協議会

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２９．１０ ～ Ｈ３３．３

事業111
既存交通資源（スクールバス等）の有効活用
の検討

実施内容
既存交通資源（スクールバス等）の有効活用
の検討

実施主体 宇陀地域公共交通活性化協議会

実施効果 運行の効率化

実施期間 Ｈ２９．１０ ～ Ｈ３３．３

事業112 バス情報表示装置の設置

実施内容 榛原駅へのバス情報表示装置の設置を検討

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 H３０．４ ～ H３２．３



実施事業

公 共 交 通 と ま ち づ く り の デ ッ サ ン 東部D 大宇陀線・桜井菟田野線 1/2

事業001 路線バスのＰＲ

実施内容
ホームページ等でうだ・アニマルパークなど
沿線施設へのバスでのアクセス方法をＰＲ

実施主体 桜井市、宇陀市、奈良県、奈良交通

実施効果
来訪者数の増加、公共交通利用者数の増
加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業002 観光客の誘客に向けた検討

実施内容
沿線の大和さくらい100選や、道の駅宇陀路

大宇陀周辺、宇陀松山地区等への誘客の検
討

実施主体 桜井市、宇陀市、奈良交通

実施効果 来訪者数の増加、公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業004 ノンステップバスの導入

実施内容
大宇陀線、桜井菟田野線にノンステップバス
を導入

実施主体 奈良交通

実施効果 バリアフリー化の促進

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

路線・地域の概要

事業006 公共交通の利用促進

実施内容
県民、関係市町村や交通事業者等が連携
し、公共交通の利用を促進

実施主体
県民、関係市町村、国、奈良県、奈良県警
察、交通事業者

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業003 路線運行費補助

実施内容
奈良県基幹公共交通ネットワーク計画に基
づき、桜井菟田野線の路線運行費を補助

実施主体 奈良県

実施効果 地域公共交通の維持

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ２９．９（毎年ＰＤＣＡ）

アニマルパークへは少し変わったバスを走
らせてでもバスを利用して欲しい

自家用車利用が多く、バス利用は駐車場へ
の乗り入れ等でもまだ難しい

アニマルパークへバスでアクセスできること
をＰＲするバス車内の案内放送を実施

来訪者に利用してもらうよう桜井駅への最終便を
午後２時から午後４時に変更した

まだ地元利用がメインで来訪者に定着していない

桜井菟田野線のダイヤを大宇陀
高校の始・終業等に合わせるよう
調整してはどうか

本数と運賃の問題があり、本数が
少ないと学校行事に対応できない。
学生の利用は値段に敏感で利便
性も重視されるため、難しい

榛原駅南口の再開発、コンパクトシティ化に向けて検討

桜井１００選などの観光地の案内

観光バスの乗入に向けた拡張

【宇陀市】
バスマップの作成

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点
7

大宇陀
榛原駅 内原 大宇陀

7a 天満台東三丁目 大宇陀
11 桜井菟田野 桜井駅南口 大宇陀高校 大宇陀

C問題・課題
施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

凡　　　　例

路線バス

コミバス

道路

行政施設

病院

高校

バス停

観光資源

商業施設

鉄道

その他箇所

起 点 経 過 地 終 点
6奥宇陀 榛原駅 掛西口 曽爾村役場前
103曽爾香落渓 名張駅前 太良路 山粕西
104名張奥津 名張駅前 滝ノ原口 敷津

運 行 系統 名
運 行 系 統

系統番号

※ーH26はH26.10に変更した
系統

7-H26 7-a-H26 11

7-H26

7-a-H26

11

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

【桜井市】インバウンド向けフリー
切符で全区間利用可能

（宇陀市・奈良交通）
小学生を対象としたモビリティマネジメント

【奈良交通】

「奈良のバス１００周年記念フェス
タ」を開催（Ｈ２９．５．２７～５．２８）
し、閑散期の大宇陀への集客を諮
る

7

まちづくりの方向性 「うだ・アニマルパーク」や「道の駅大宇陀」、桜井市内の観光地を中心とした誘客

関係市町村 桜井市、宇陀市

主な沿線施設
桜井駅、榛原駅、桜井市役所、宇陀市役所、桜井病院、済生会中和病院、宇陀市立病院、関西中央高校、大宇陀高校、榛生昇陽高校、心の森総合福祉公園、大宇陀温泉あきののゆ、うだ・アニマルパーク、宇陀松山重要伝統的建造物郡保存地区、
オークワサンクシティ

評価指標

■交通手段別分担率（公共交通（鉄道＋バス）と自転車及び徒歩の合計値）

出勤：30.9％（H22）⇒30.9％（H32） 登校：92.7％（H22）⇒93.9％（H32） 通院：30.8％（H22）⇒30.8％（H32） 買物（平日）：26.9％（H22）⇒26.9％（H32） 買物（休日）：13.2％（H22）⇒13.2％（H32）

業務：20.2％（H22）⇒20.6％（H32） 観光：36.9％（H22）⇒36.9％（H32）

■外出率：74.9％（H22）⇒74.9％（H32）

■バスの利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞路線沿線の人口増加率］

大宇陀線：180,164人（H26） ⇔ 宇陀市榛原・宇陀市大宇陀：17,134人（H26） 桜井菟田野線：19,365人（H26） ⇔ 桜井市・宇陀市大宇陀：65,979人（H26）

■鉄道駅の利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞駅に接続する基幹バス路線沿線市町村の人口増加率］

榛原駅：2,087,415人（H25） ⇔ 奈良市都祁・宇陀市榛原・宇陀市大宇陀・曽爾村・東吉野村：36,929人（H25） 桜井駅：4,116,514人（H25） ⇔ 桜井市・宇陀市大宇陀・明日香村：72,106人（H25）

■鉄道駅の端末交通の分担率（公共交通（バス＋タクシー）と自転車及び徒歩の合計値）

榛原駅：57.0％（H22）⇒57.0％（H32） 桜井駅：79.6％（H22）⇒80.3％（H32）

■公共交通の利便性満足度：H27からH32にかけて上昇

南部・東部地域、大和高原北部地域の
対象施設宿泊者限定路線バス運賃
キャッシュバックキャンペーン

事業101 インバウンド限定周遊切符の発行

実施内容
インバウンド向けに周遊切符を作成し、英
語版マップとあわせて、観光案内施設等
で配布

実施主体 桜井市

実施効果
来訪者数の増加、公共交通利用者数の
増加

実施期間 Ｈ２８．１１ ～ Ｈ２９．９

事業102 多言語案内看板の設置

実施内容

桜井駅から各観光施設への交通手段を
示す多言語案内看板の設置やコミュニ
ティバスの路線ナンバリングの導入を検
討

実施主体 桜井市

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３０．３

【桜井市】
多言語案内看板の設置

事業103 バスロケーションシステムの導入

実施内容
奈良交通路線バスの全線においてバスの
位置情報等をスマートフォン等で提供

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３２．３



実施事業

公 共 交 通 と ま ち づ く り の デ ッ サ ン 東部D 大宇陀線・桜井菟田野線 2/2

アニマルパークへは少し変わったバスを走
らせてでもバスを利用して欲しい

自家用車利用が多く、バス利用は駐車場へ
の乗り入れ等でもまだ難しい

アニマルパークへバスでアクセスできること
をＰＲするバス車内の案内放送を実施

来訪者に利用してもらうよう桜井駅への最終便を
午後２時から午後４時に変更した

まだ地元利用がメインで来訪者に定着していない

桜井菟田野線のダイヤを大宇陀
高校の始・終業等に合わせるよう
調整してはどうか

本数と運賃の問題があり、本数が
少ないと学校行事に対応できない。
学生の利用は値段に敏感で利便
性も重視されるため、難しい

榛原駅南口の再開発、コンパクトシティ化に向けて検討

桜井１００選などの観光地の案内

観光バスの乗入に向けた拡張

【宇陀市】
バスマップの作成

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点
7

大宇陀
榛原駅 内原 大宇陀

7a 天満台東三丁目 大宇陀
11 桜井菟田野 桜井駅南口 大宇陀高校 大宇陀

C問題・課題
施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

凡　　　　例

路線バス

コミバス

道路

行政施設

病院

高校

バス停

観光資源

商業施設

鉄道

その他箇所

起 点 経 過 地 終 点
6奥宇陀 榛原駅 掛西口 曽爾村役場前
103曽爾香落渓 名張駅前 太良路 山粕西
104名張奥津 名張駅前 滝ノ原口 敷津

運 行 系統 名
運 行 系 統

系統番号

※ーH26はH26.10に変更した
系統

7-H26 7-a-H26 11

7-H26

7-a-H26

11

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

桜井市のインバウンド向けフリー
切符で全区間利用可能

（宇陀市・奈良交通）
小学生を対象としたモビリティマネジメント

【奈良交通】

「奈良のバス１００周年記念フェス
タ」を開催（Ｈ２９．５．２７～５．２８）
し、閑散期の大宇陀への集客を諮
る

8

南部・東部地域、大和高原北部地域の
対象施設宿泊者限定路線バス運賃
キャッシュバックキャンペーン

事業105 路線バスを活用した冬期誘客促進事業

実施内容
奈良県南部・東部地域、大和高原北部地域
の対象施設宿泊者に、路線バスの運賃を
助成

実施主体 奈良県

実施効果
来訪者数の増加、宿泊者数の増加、公共
交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２９．１２ ～ Ｈ３０．３

事業104 バス情報表示装置の設置

実施内容
道の駅宇陀路大宇陀へのバス情報表示装
置の設置を検討

実施主体 宇陀市

実施効果 利便性の向上

実施期間 H３０．４ ～ H３２．３

【桜井市】
多言語案内看板の設置

事業106 バス情報表示装置の設置

実施内容
榛原駅へのバス情報表示装置の設置を検
討

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 H３０．４ ～ H３２．３



公 共 交 通 と ま ち づ く り の デ ッ サ ン 東部E 古市場線・榛原東吉野線

事業001 路線バスのＰＲ

実施内容
路線バスを使ったモデルコースを設
定してＰＲ

実施主体 宇陀市、東吉野村、奈良交通

実施効果
来訪者数の増加、公共交通利用者
数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業004 ノンステップバスの導入

実施内容
古市場線、榛原東吉野線にノンス
テップバスを導入

実施主体 奈良交通

実施効果 バリアフリー化の促進

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

路線・地域の概要

実施事業

事業006 公共交通の利用促進

実施内容
県民、関係市町村や交通事業者等
が連携し、公共交通の利用を促進

実施主体
県民、関係市町村、国、奈良県、奈
良県警察、交通事業者

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業003 路線運行費補助

実施内容
奈良県基幹公共交通ネットワーク計
画に基づき、榛原東吉野線の路線運
行費を補助

実施主体 奈良県

実施効果 地域公共交通の維持

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ２９．９（毎年ＰＤＣＡ）

高校生・大学生への通学定期補助（１７人）

多客時には乗り切れない
登山客には不便なダイヤ

かえでの郷は桜の時期の来訪が多い。
山の中に桜が咲くことで名所になって
いる

バスの乗り継ぎは抵抗感がある人が
多いが、菟田野まで来てバスに乗り
換えて頂きたい

【東吉野村】

空き家が増えてきたため、役場周辺
のまちづくりで活性化したい

宇陀市
（菟田野）

【奈良県】

南部・東部地域、大和高原北部地域対象施設
宿泊者限定路線バス運賃キャッシュバックキャ
ンペーン

【東吉野村】
コミュニティバスの運行形態の
検討・ＰＲ

C問題・課題
施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

凡　　　　例

路線バス

コミバス

道路

行政施設

病院

高校

バス停

観光資源

商業施設

鉄道

その他箇所

起 点 経 過 地 終 点
6奥宇陀 榛原駅 掛西口 曽爾村役場前
103曽爾香落渓 名張駅前 太良路 山粕西
104名張奥津 名張駅前 滝ノ原口 敷津

運 行 系統 名
運 行 系 統

系統番号

※ーH26はH26.10に変更した
系統

8-H26 9

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点
8 古市場 榛原駅 高塚 菟田野
9 榛原東吉野 榛原駅 菟田野 東吉野村役場前

8-H26

9
路線バスとコミュニティバスの
乗り入れを予定

小さな道の駅（拠点施設）を整備（Ｈ２９．１２頃
供用開始予定）、特産品の物販などを設置
バスの転回スペース、待機スペースを整備

ふるさと号を利用して訪れる平日観
光客（デマンド）は増えている

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

【宇陀市】
バスマップの作成

観桜期と夏季に臨時バス
を運行

宇陀市
（榛原）

東吉野村

事業101 交通拠点の整備

実施内容

東吉野村鷲家に小さな道の駅を整
備、榛原東吉野線を乗り入れし、コ
ミュニティバスとの乗り継ぎ拠点とす
るため案内表示装置を整備、コミュ
ニティバスは利用者増に対応し車両
代替

実施主体 東吉野村、奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ２９．１２月頃

9

まちづくりの
方向性

「高見山」の霧氷見学などへの誘客

関係市町村 宇陀市、東吉野村

主な沿線施設
榛原駅、宇陀市役所、菟田野地域事務所、東吉野村役場、宇陀市菟田野産業復興センター、奈良県高原農業復興センター、

宇陀市立病院、榛生昇陽高校、奈良カエデの郷ひらら、高見山、宇陀水分神社、オークワサンクシティ

評価指標

■交通手段別分担率（公共交通（鉄道＋バス）と自転車及び徒歩の合計値）

出勤：26.2％（H22）⇒26.2％（H32） 登校：88.4％（H22）⇒88.4％（H32） 通院：19.0％（H22）⇒19.0％（H32）

買物（平日）：16.2％（H22）⇒16.2％（H32） 買物（休日）：12.2％（H22）⇒15.6％（H32）

業務：18.4％（H22）⇒18.4％（H32） 観光：29.6％（H22）⇒50.1％（H32）

■外出率：70.2％（H22）⇒70.2％（H32）

■バスの利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞路線沿線の人口増加率］

古市場線：52,713人（H26） ⇔ 宇陀市榛原・宇陀市菟田野：21,223人（H26）

榛原東吉野線：23,637人（H26） ⇔ 宇陀市榛原・宇陀市菟田野・東吉野村：23,115人（H26）

■鉄道駅の利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞駅に接続する基幹バス路線沿線市町村の人口増加率］

榛原駅：2,087,415人（H25） ⇔ 奈良市都祁・宇陀市榛原・宇陀市大宇陀・曽爾村・東吉野村：36,929人（H25）

■鉄道駅の端末交通の分担率（公共交通（バス＋タクシー）と自転車及び徒歩の合計値）

榛原駅：57.0％（H22）⇒57.0％（H32）

■公共交通の利便性満足度：H27からH32にかけて上昇

事業102 バスロケーションシステムの導入

実施内容
奈良交通路線バスの全線において
バスの位置情報等をスマートフォン
等で提供

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３２．３

事業002
路線バスを活用した冬期誘客促進
事業

実施内容
奈良県南部・東部地域、大和高原北
部地域の対象施設宿泊者に、路線
バスの運賃を助成

実施主体 奈良県

実施効果
来訪者数の増加、宿泊者数の増加、
公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２９．１２ ～ Ｈ３０．３

事業103 バス表示装置の設置

実施内容
榛原駅へのバス情報表示装置の設
置を検討

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 H３０．４ ～ H３２．３


